平成１９年９月１４日
協和メデックス(株)
(株)ミズホメディーとの中核製品の相互販売を開始
インフルエンザウイルス検査キットなどＰＯＣＴ製品を拡充
協和メデックス(株)（東京都中央区 社長：伊藤 菁莪）は、(株)ミズホメディー（佐賀県鳥栖市 社長：唐川 文成、以下 ミズホメディー社）と、両社中核製品の一部の相互販売に合意し、１０月中旬より当該製品の相互販売を開始します。
当社がミズホメディー社から供給を受け販売する製品は、インフルエンザウイルス検査キットをはじめプール熱として知られているアデノウイルス検査キット、Ｂ型肝炎ウイルス表面抗原キット等の製品です。なお、販売項目については順次拡充する予定です。いずれもイムノクロマト測定法を使用し、測定時間が１５分と簡易測定が可能なＰＯＣＴ（Point of Care Testing：患者さんのそばで行うテスト）の製品で、ミズホメディー社の中核製品群です。特に検査数の多いインフルエンザウイルス迅速検査において、同製品はインフルエンザのＡ型とＢ型の同時判別が可能で、１５分と迅速に測定できるキットです。当社はインフルエンザウイルス検査キットを皮切りに順次、上市する予定です。
ミズホメディー社が販売する製品は、当社の中核とする生化学試薬（ＨＤＬコレステロール、ＬＤＬコレステロール等）の項目であり、大学病院をはじめ、基幹病院、検査センターなどで広範に使用される試薬です。なお、ミズホメディー社はＨＤＬコレステロール測定試薬、ＬＤＬコレステロール測定試薬から優先的に販売を開始し、順次販売項目を拡大する予定です。
この度の相互販売により、当社は市場の拡大傾向にあるＰＯＣＴ分野において、すでに販売している尿検査用試験紙、血液凝固・線溶関連製品等に加え、インフルエンザウイルス検査やアデノウイルス検査などの取り扱い製品の拡充により、更なる売り上げの増加を目指します。また、ミズホメディー社による生化学試薬の販売によるシェアの拡大に繋がるものと考えております。
相互販売による売上目標は、両社共に３年後に５億円程度としており、更には相互販売にとどまらずＰＯＣＴ分野での製品の共同開発や、生産の相互委託も視野に入れ、協力関係を強固なものにしていきたいと考えております。
記
１．当社が販売するミズホメディー社製品
・インフルエンザウイルスキット　
・アデノウイルスキット　　　　
・Ｂ型肝炎ウイルス表面抗原キット
・その他ＰＯＣＴ製品群
２．ミズホメディー社が販売する当社製品
・ＨＤＬコレステロール測定試薬
・ＬＤＬコレステロール測定試薬
・その他生化学製品群
以上
＜協和メデックス株式会社の概要＞
本社　：東京都中央区晴海１－８－１０ 晴海トリトンスクエア Ｘ棟 ４Ｆ
資本金：４億５，０００万円
代表者：代表取締役社長　伊藤 菁莪（いとう せいが）
売上高：９６．５億円（平成１９年３月期）
ＵＲＬ：http://www.kyowamx.co.jp/
昭和５６年（１９８１年）に協和発酵（東京都千代田区 社長：松田　譲）の臨床検査部門から分離独立し、同社の１００％子会社として設立された協和メデックス（株）は、生化学検査試薬、モノクローナル抗体を利用した免疫診断薬、医療機器などの製造・販売を行っています。当社は、世界に先駆けて開発された酵素的測定法デタミナーシリーズや、世界初のＨＤＬコレステロール直接測定試薬、研究用試薬としても酸化ＬＤＬを自社開発するなど、臨床検査医学に貢献し、その発展の一翼を担っています。
＜株式会社ミズホメディー の概要＞
本社　：佐賀県鳥栖市藤木町５番地の４
資本金：３億２，９７５万円
代表者：代表取締役社長　唐川 文成（からかわ ふみなり）
売上高：２８億円（平成１８年１２月期）
事業内容：医家向け体外診断用医薬品および一般用検査薬の製造販売
ＵＲＬ：http://www.mizuho-m.co.jp/
株式会社ミズホメディーは１９９０年に他社に先駆けてイムノクロマト法の妊娠検査薬発売を皮切りに、感染症項目製品やＯＴＣ市場製品を発売しているＰＯＣＴ製品の先駆的な診断薬メーカーです。
　　　　　　
＜本件に関するお問い合わせ先＞
協和メデックス株式会社  管理部
TEL０３－６２１９－７６００
      [その他について]

協和発酵 コーポレートコミュニケーション部
       TEL０３－３２８２－１９０３
